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※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付のために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に記
載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!

生まれ変わる菊川市の玄関口
ＪＲ菊川駅は、南北自由通路の整備によって、24時間自由に南北を行き来で
きるようになります。また、北側からも鉄道への乗降が可能になり、利便性が向
上します。
自由通路と駅舎は、自然光を多く取り入れ、自然やまちの風景を感じる明る

く開放的な雰囲気とします。階段・通路などの移動空間は、ゆとりある幅や歩き
やすい段の高さとし、設備の配置や動線計画など細部にわたりユニバーサル
デザインに配慮。「思いやり」のあるデザインとし、誰もが安心・安全に利用でき
る駅を目指します。
市の顔にふさわしいＪＲ菊川駅の形成を図ることで南北をつなぎ、まちをつ

なぎ、人の〝わ〟を広げていきます。

デザインコンセプト
プラザきくるとの連続性を考慮して、白色をメインカラーとしデザインの統一

を図りました。令和２年度に開催した高校生デザインワークショップ（常葉大学
附属菊川高等学校・小笠高等学校）での意見、県景観アドバイザーからのア
ドバイスを参考に、市の代表的な原風景を表現。自由通路のガラス窓は茶園
の連続性を、なだらかな駅舎全体は小笠平野を、階段部分の３段の大庇は上
倉沢の棚田をイメージしました。

イメージ画提供:菊川市イメージ画提供:菊川市

おおひさし

※イメージ画は、現時点での計画となるため変更となる可能性があります。

JR菊川駅が生まれ変わります

南北自由通路のイメージ

南北自由通路および新駅舎外観　南側からのイメージ南北自由通路および新駅舎外観　南側からのイメージ

北側からのイメージ

工期スケジュール

※進捗状況により変更となる可能性があります。
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官民共創による

持続可能な都市づくりに向けて（袋井市）
特集

参考施設参考施設

スノーボード
（ジャンプ練習施設）
スノーボード
（ジャンプ練習施設）

スケートボードスケートボードカフェ・レストランカフェ・レストラン

キッチンカーキッチンカー

遊水池の活用と連携遊水池の活用と連携

憩い・癒し憩い・癒し
健 康健 康

楽しむ楽しむ 世界へ挑む世界へ挑む
遊び・学び・働く遊び・学び・働く

美しい景観美しい景観

参考施設参考施設
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れ
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磐
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鎌
倉
時
代
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伝
わ
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幼
児
虫
封
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ご
神
徳

鎌
倉
時
代
か
ら
伝
わ
る

　
幼
児
虫
封
の
ご
神
徳

２
１
５
０
坪
、社
有
地
５
５
１
７
坪
。

境
内
に
は
天
照
皇
太
神
宮
、
船
魂
神
、
伊
雑
宮
、
塩
釜
神
社
、

青
麻
神
社
、
稲
荷
神
社
、
若
宮
神
社
、
奇
神
社
、
高
根
神
社
、
白

鬚
神
社
、八
幡
神
社
、天
磐
戸
神
社
、大
福
天
神
社
、若
宮
八
幡

宮
、
八
王
子
神
社
な
ど
が
あ
り
、
神
明
中
学
校
や
兎
山
公
園
の
一

部
を
有
す
る
。 

静
岡
県
の
ふ
る
さ
と
１
０
０
選
の
森
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

古
文
書
と
し
て
天
正
１７
年
の
徳
川
家
七
ケ
篠

定
書
、徳
川
家
康
公
駿
河
在
城
の
折
、高
百
石
の

御
朱
印
、
寛
永
１３
年
の
徳
川
家
光
社
領
寄
付
朱

印
状
等
九
通
、鏡
、弓
、太
刀
、農
具
類
。

平
成
二
十
六
年
、
神
宮
外
宮
の「
豊
受
大
神
宮
」

の
御
用
材
。

平
成
二
十
八
年
、神
宮
外
宮「
風
宮
」よ
り

【
御
矢
　
革
御
靭
】、外
宮
「
河
原
淵
神
社
」よ
り

【
御
鏡
　
轆
轤
筥
】。

民
間
信
仰
と
し
て
鎌
倉
時
代
よ
り
幼

児
虫
封
じ
の
御
神
徳
あ
ら
た
か
と
し
て

有
名
と
な
り
、
現
在
で
は
全
国
か
ら
参

拝
者
、御
祈
祷
者
が
来
る
。 

こ
れ
は
幼

児
の
癇
の
虫
を
鎌
で
切
り
取
っ
て
封
じ
る

も
の
で
、十
年
の
満
願
の
時
に
お
礼
と
し

て
鎌
を
奉
納
す
る
、と
い
う
伝
統
が
あ

る
。

新郎新婦の想いを “仕立てる” 結婚式場
地域の若年層の趣味嗜好を調査し、トレンドの最先端を考えつくしました。真っ白なキャンパスのような邸宅をイメージした建築に、緑いっ
ぱいのガーデンから自然光や風が通る心地よい空間づくりをしました。
結婚するカップルが、この場所で結婚式を挙げることをステータスに感じていただける式場になっております。

サントフェリーチェ

収容人数（着座）…最大120名／天井高4.7ｍ　面積238㎡
古材をふんだんに使用し、歴史・伝統・格式を感じながらもカジュアルさとフォトジェニックな
空間を演出するために、シャンデリア・家具・アート品すべてのモノに拘りました。

収容人数（着座）…最大108名／天井高12m
石と木が調和しているナチュラルテイストでありながら、天井高12mの圧倒的スケール感で
唯一無二の誓いの場を演出しております。

島根県の出雲大社よりご分霊を賜っている御神像を収めるものでございます。
モダンデザインのガーデンにて、本物の神前式を挙げることが叶います。

工 事 概 要

工事名称 izumoden掛川project
主要用途 集会場（結婚式場）
建築場所 掛川市矢崎町1-1
発 注 者 イズモ株式会社 代表取締役 鈴木悦也
工　　期 2022年5月11日～2023年3月25日

工事施工者 株式会社川島組
設計・監理 株式会社アルファネットコンサルティング＆デザイン
敷 地 面 積 5,490.90㎡
建 築 面 積 1,042.75㎡
延 床 面 積 841.87㎡
構造・階数 鉄骨造平屋建

新式場のコンセプトは、新郎新婦の想いを “仕立てる” 結婚式場。
“どこを切り取ってもおしゃれ”に仕立てた披露宴会場

天井には古材を使用することでデザイン性のあるシャンデリアとの調和がとれた空間に。
床材は海外から取り寄せたタイルを使用し、スタイリッシュで洗練された雰囲気に仕上げま
した。“どこを切り取ってもおしゃれ”に仕立てた会場で、非日常のくつろぎを楽しむことがで
きます。

お
ん
か
わ
の
う
つ
ぼ

ろ
く 

ろ  

ば
こ

御
祭
神

御
祭
神

御
由
緒

御
由
緒

当
社
は
古
く
は
島
名
神
社
と
も
称
し
、
延
喜
式(

平
安

時
代
に
編
纂
さ
れ
た
格
式)

に
記
述
が
み
ら
れ
る
式
内
社
で

あ
る
。
鎌
倉
時
代
よ
り
、
幼
児
虫
封
じ
の
神
徳
顕
著
故
を

以
て
知
ら
れ
て
い
る
。

今
よ
り
千
三
百
年
前
の
人
皇
四
十
代
天
武
天
皇
白
鳳

二
年（
六
五
一
）豊
受
姫
伊
勢
国
よ
り
渡
御
し
給
う
、
中
島

浜
表
に
白
羽
の
箭
降
り
立
ち
光
を
放
つ
、諸
人
恐
れ
て
近
づ

く
も
の
な
し
。
翌
日
海
上
光
り
渡
り
波
浪
競
い
来
た
り
、

御
船
と
共
に
跳
び
上
が
り
箭
と
一
所
に
納
ま
り
給
う
。

「
万
民
奇
異
の
憩
を
為
す
と
こ
ろ
神
託
あ
ら
た
か
な

り
、我
は
是
豊
受
の
神
な
り
、永
く
鎮
座
の
処
は
重
ね
て
こ

と
を
示
す
べ
し
。
」と
。
宣
給
い
三
日
を
経
て
、農
具
の
鎌
と

箭
と
共
に
当
郷
の
原
に
納
ま
り
給
う
。

依
て
此
の
地
を
鎌
田
の
里
と
伝
ふ
て
、
今
も
御
鎌
田
と

称
す
る
田
が
有
り
、崇
敬
者
祈
願
の
御
礼
と
し
御
鎌
を
奉

献
す
る
。
御
厨
十
七
郷
一
円
を
神
領
地
と
な
し
た
が
応
永

年
間
の
乱
に
押
領
さ
れ
次
で
永
禄・天
正
の
兵
火
に
神
殿
古

証
文
等
悉
く
焼
け
失
せ
た
の
で
あ
る
。

徳
川
家
康
公
の
駿
河
在
城
の
折
高
百
石
の
御
朱
印
を
賜

り
ま
た
武
具
鏡
を
も
下
賜
さ
れ
今
は
当
社
の
宝
物
と
な
っ

て
い
る
。し
か
し
て
明
治
に
及
ぶ
。

明
治
十
二
年
七
月
に
県
社
に
列
格
す
。

尚
当
社
は
式
年
御
遷
宮
は
二
十
年
毎
に
、大
遷
宮
は
六

十
年
毎
に
造
営
を
営
ま
れ
て
き
た
も
の
で
、社
有
地
五
千

五
百
十
七
坪
な
り
。

第
十
五
回
は
、磐
田
市
鎌
田
に
あ
る「
鎌
田
神
明
宮
」を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
神
社
は
、六
五
一
年
創
建
と
さ
れ
、古
く
は
島
名
神
社
と
称
し
延
喜

式
に
記
述
が
あ
る
式
内
社
で
す
。

鎌
田
御
厨
の
総
鎮
守
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

境
内
境
内

宝
物
宝
物

神
事
神
事

主要境内社案内図主要境内社案内図
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受
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と
よ
う
け
ひ
め
の
か
み

相
　
殿 

瓊
々
杵
之
尊
　
に
に
ぎ
の
み
こ
と

 

天
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あ
め
の
こ
や
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み
こ
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天
之
太
玉
命
　
あ
め
の
ふ
と
だ
ま
の
み
こ
と

鎮
　
座 

天
武
天
皇
御
宇
・
白
鳳
二
年
　（
六
五
一
年
）

御
神
徳 

五
穀
豊
穣
の
神
・
諸
業
御
祖
の
神

 

・
福
徳
の
神
・
虫
封
じ
の
神

チャペル外観 チャペル内観

バンケット ホワイエ

祠 ブライズルーム

バンケット

チャペル

祠
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協
会
活
動
報
告

総
　会

５
／
17（
水
）　

令
和
5
年
度 

袋
井
建
設
業
協
会
定
時
総
会

●
令
和
4
年
度
決
算
の
承
認

●
報
告
事
項

　・令
和
4
年
度
事
業
報
告

　・令
和
5
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

　・会
員
の
退
会
　

令
和
5
年
度 

袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合

　
通
常
総
会

●
令
和
4
年
度
決
算
の
承
認

●
報
告
事
項

　・令
和
4
年
度
事
業
報
告

　・令
和
5
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

　・組
合
員
の
脱
退

令
和
5
年
度 

建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

　
通
常
総
会

●
令
和
4
年
度
決
算
の
承
認

●
報
告
事
項

　・令
和
4
年
度
事
業
報
告

　・令
和
5
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

委
員
会
等

表
彰

■
正
副
会
長
会
議

3
／
20（
月
）第
11
回 

正
副
会
長
会
議（
令
和
4
年
度
）

・第
11
回（
令
和
4
年
度
）理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

4
／
6（
木
）第
1
回 

正
副
会
長
会
議

・県
発
注
機
関
及
び
磐
田
労
基
署
へ
の
挨
拶・情
報
交
換

4
／
21（
金
）第
2
回 

正
副
会
長
会
議（
兼
総
務
委
員
会
）

・令
和
５
年
度
定
時
総
会
等
の
進
行

・令
和
５
年
度
定
時
総
会
等
の
提
出
議
案
等
　
ほ
か

4
／
26（
水
）第
3
回 

正
副
会
長
会
議

・第
１
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

・安
全
大
会
の
開
催

5
／
31（
水
）第
4
回 

正
副
会
長
会
議

・会
員
研
修
の
実
施
の
可
否

6
／
8（
木
）第
5
回 

正
副
会
長
会
議

・第
２
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

■
総
務
委
員
会

3
／
16（
木
）第
4
回 

総
務
委
員
会（
令
和
4
年
度
）

・令
和
５
年
度
予
算
編
成（
案
）の
見
直
し

・令
和
５
年
度
事
業
計
画
書（
案
）及
び
収
支
予
算
書（
案
）

　 

袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
、

建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

・令
和
５
年
度
定
時
総
会
等
の
開
催
計
画

4
／
21（
金
）第
1
回 

総
務
委
員
会（
兼
正
副
会
長
会
議
）

・令
和
５
年
度
定
時
総
会
等
の
進
行

・令
和
５
年
度
定
時
総
会
等
の
提
出
議
案
等

・会
員
研
修
の
参
加
申
込
状
況
　
ほ
か

■
安
全
委
員
会

4
／
6（
木
）安
全
祈
願
祭（
小
國
神
社
）【
出
席
者
21
名
】

令
和
5
年
3
月
〜
6
月

理
事
会

研
修
会
・
講
習
会

３
／
20（
月
）第
11
回
理
事
会（
令
和
4
年
度
）

○
令
和
５
年
度
予
算
編
成（
案
）の
見
直
し

○
令
和
５
年
度
事
業
計
画
書（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）

　
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
、

　
建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

監
事
会

そ
の
他
の
行
事

４
／
18（
火
）令
和
4
年
度 
決
算
関
係
監
査

　
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
、

　
建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

6
／
8（
木
）第
2
回
理
事
会

○
環
境
・
災
害
対
策
委
員
の
変
更

○
袋
井
建
設
業
会
館
の
休
館
日

○
不
適
切
盛
土

○
県
協
会
第
１
回
理
事
会
の
概
要
　
ほ
か

４
／
26（
水
）第
1
回
理
事
会

○
令
和
５
年
度
定
時
総
会
等
の
進
行

○
令
和
５
年
度
定
時
総
会
等
の
提
出
議
案
等

○
県
協
会
第
11
回
理
事
会
等（
令
和
４
年
度
）の
概
要

○〝
遠
州
ど
ぼ
く
ら
ぶ
〞I
n
s
t
a
g
r
a
m
の
開
設
　
ほ
か

4
／
13（
木
）第
１
回 

安
全
委
員
会

・令
和
５
年
度
事
業
計
画
　
ほ
か

4
／
13（
木
）第
１
回 

技
能
講
習
講
師
団
会
議

・令
和
５
年
度
講
習
計
画
　
ほ
か

5
／
29（
月
）再
発
防
止
委
員
会

・現
場
調
査
　
ほ
か

6
／
16（
金
）第
２
回 

安
全
委
員
会

・袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会
、安
全
研
修
会
　
ほ
か

■
広
報
委
員
会

3
／
15（
水
）第
12
回 
広
報
委
員
会（
令
和
4
年
度
）

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
5
7
号
」（
4
/
1
発
行
）の
校
正

及
び
令
和
5
年
度
発
行
計
画
等

4
／
21（
金
）第
1
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
5
8
号
」の
編
集
計
画(

敬
称
略)

◆
令
和
５
年
度 

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰

◆
令
和
５
年
度 

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

2
条
４
号（
多
年
に
わ
た
り
企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、

建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
）

　
平
野
勝
啓
 

掛
川
土
建
㈱ 

 （
掛
川
市
）

５
条（
職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好
）

　
白
畑
克
弘
 

㈱
ア
キ
ヤ
マ 

 （
磐
田
市
）

　
京
谷
和
哉
 

㈱
若
杉
組 

 
（
掛
川
市
）

2
条
3
号（
永
年
、団
体
の
役
員
と
し
て
建
設
業
の
健

全
な
発
展
に
尽
力
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
）

　
塚
本
法
樹
 

塚
本
建
設
㈱ 

 （
袋
井
市
）

2
条
４
号（
永
年
、企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、業
界
の

健
全
な
発
展
に
尽
力
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
）

　
榑
林
眞
悟
 

㈱
榑
林
組 

 
（
掛
川
市
）

５
条（
職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好
）

　
三
浦
一
也
 

竹
初
建
設
㈱ 

 （
森
町
）

　
阿
形
嘉
博
 

㈱
大
浜
中
村
組 

 （掛
川
市
）

　
藤
原
和
之
 

㈱
増
田
組 

 
（
御
前
崎
市
）

　
太
田
靖
男
 

㈱
ア
キ
ヤ
マ 

 （
磐
田
市
）

◆
第
39
回
静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創
り
大
賞

土
木
部
門
　
優
良
賞

　
令
和
２
年
度
天
竜
川
池
田
地
区
護
岸
災
害
復
旧
工
事

　
㈱
ア
キ
ヤ
マ
 （
磐
田
市
）

建
築
部
門
　
優
良
賞（
Ａ
部
門
）

　
令
和
２
年
度
農
林
環
境
専
門
職
大
学
学
生
寮
新
築
工
事

　
石
川
建
設
㈱ 

 （
磐
田
市
）

◆
令
和
５
年
度 

全
国
中
小
建
設
業
協
会
会
長
表
彰

多
年
、建
設
業
に
従
事
す
る
と
と
も
に
団
体
等
の
役
員

と
し
て
尽
力
し
、協
会
及
び
中
小
建
設
業
発
展
に
功
績

顕
著

　
秋
山
萬
之
介
 
㈱
ア
キ
ヤ
マ 

 （
磐
田
市
）

◆
令
和
５
年
度 

静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
会
長
表
彰

経
営
の
合
理
化
、技
術
の
向
上
等
を
図
り
、建
設
産
業
の

発
展
に
顕
著
な
功
績

　
松
下
進
一
 

㈱
松
下
組 

 
（
掛
川
市
）

4
／
19（
水
）

　
監
理
技
術
者
講
習
会
 

【
受
講
者
31
名
】

4
／
20（
木
）

　
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
　
　
　  

 
 

【
受
講
者
29
名
】

4
／
25（
火
）

　
足
場
の
組
立
て
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育
　
　
　  

 
 

【
受
講
者
36
名
】

4
／
27（
木
）

　
第
１
回
技
術
者
講
習
会

 
 

【
受
講
者
72
名（
会
場
68
名
、Ｗ
e
b
4
名
）】

　「
令
和
４
年
度
の
災
害
対
応
、土
木
工
事
の
書
類
提
出
」

　「
建
設
業
に
お
け
る
L
I
N
E 

W
O
R
K
S
活
用
ト
レ
ン
ド
」

　「
令
和
５
年
度
B
I
M
/
C
I
M
原
則
適
用
」

　「
無
人
航
空
機
規
制
ラ
イ
セ
ン
ス
最
新
情
報
」

5
／
9（
火
）・10（
水
）

　
職
長・安
全
衛
生
責
任
者
教
育
 
【
受
講
者
32
名
】

4
／
13（
木
）〝
遠
州
ど
ぼ
く
ら
ぶ
〞４
市
合
同
記
者
会
見

・４
市（
袋
井
市
、磐
田
市
、掛
川
市
、菊
川
市
）、

　
静
岡
理
工
科
大
学
、袋
井
建
設
業
協
会

5
／
26（
金
）第
16
回
献
血
活
動
 

【
献
血
者
46
名
】

5
／
30（
火
）浜
松
河
川
国
道
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
 

 
 

【
出
席
者 

浜
松
河
川
国
道
７
名・協
会
８
名
】

6
／
20（
火
）堤
防
決
壊
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
浜
松
河
川

国
道
事
務
所
主
催
）

・菊
川
水
系
菊
川
 

【
参
加
者
１
社
２
名
】

6
／
4（
日
）グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
活
動

・浅
羽
海
岸
松
林
植
樹
地
 

【
参
加
者
4
社
9
名
】

○
令
和
５
年
度
定
時
総
会
等
の
開
催
計
画

○
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
表
彰
推
薦
候
補
者

○
広
報
委
員
の
変
更

○
道
路
啓
開
ル
ー
ト
の
割
付
の
見
直
し

○
協
会
活
動
報
告（
正
副
会
長
職
務
執
行
状
況
）

○
大
井
川
広
域
水
道
企
業
団
と
の
災
害
支
援
協
定
の
更
新

○
令
和
５
年
度
安
全
祈
願
祭
　
ほ
か

そ
の
19 

弘
法
の
筆
は
何
を〝
誤
っ
た
〞の
か
？

「
弘
法
も
筆
の
誤
り
」は
有
名
な
こ
と
わ
ざ
だ

が
、い
っ
た
い
何
の
字
を
間
違
っ
た
の
か
は
意
外
と

知
ら
れ
て
い
な
い
。

弘
法
大
師
が
平
安
京
の
応（
應
）天
門
に
設
置
す

る
額
に
文
字
を
書
い
た
際
、応（
應
）の
字
の「
心
」

に
ひ
と
つ
点
を
入
れ
忘
れ
て
し

ま
っ
た
そ
う
。

設
置
の
際
に
気
づ
い
た
弘
法
大

師
は
す
ぐ
さ
ま
額
に
向
か
っ
て
筆

を
投
げ
て
点
を
ひ
と
つ
書
き
加

え
た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
20 

そ
ん
な
に
甘
く
は
あ
り
ま
せ
ん
！

一
度
は
泊
ま
っ
て
み
た
い
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
。

カ
ッ
プ
ル
で
使
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
か
、

ス
イ
ー
ト
＝「
s
w
e
e
t

（
甘
い
）」と
勘
違
い
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
実
は
、ス
イ
ー
ト
＝

「
s
u
i
t
e（
一
続
き
の・一

揃
い
の
）」の
こ
と
な
の
で
す
。

で
き
れ
ば「
s
w
e
e
t
」に

楽
し
み
た
い
で
す
よ
ね
。

そ
の
21 

「
浦
島
太
郎
」に
出
て
く
る
亀
は

　
　
　

 

　オ
ス
？
メ
ス
？

正
解
は
メ
ス
。

ウ
ミ
ガ
メ
は
、浜
辺
の
卵
か
ら
孵
化
し
た
と
た
ん

海
に
向
か
っ
て
走
り
出
し
、そ
の
生
涯
を
海
中
で
過

ご
し
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
が
唯
一
浜
辺
に

上
が
る
の
は
、産
卵
期
。

メ
ス
は
砂
浜
に
穴
を
掘

り
、卵
を
産
み
落
と
し
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、浦
島
太
郎
に

命
を
救
わ
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
は

メ
ス
の
可
能
性
が
高
い
と
い

え
る
の
で
す
。

5
／
29（
月
）第
2
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
5
8
号
」の
編
集
　

6
／
19（
月
）第
3
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
5
8
号
」の
原
稿
確
認
　

■
土
木
委
員
会

4
／
27（
木
）第
１
回 

土
木
委
員
会

・令
和
５
年
度
事
業
　
ほ
か

5
／
15（
月
）第
2
回 

土
木
委
員
会

・第
２
回
技
術
者
講
習
会
、第
38
回
技
術
発
表
会
　
ほ
か

6
／
9（
金
）第
3
回 

土
木
委
員
会

・第
２
回
技
術
者
講
習
会
、第
38
回
技
術
発
表
会
、

　
第
19
回
親
子
現
場
見
学
会
　
ほ
か

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

3
／
10（
金
）第
4
回 

環
境・災
害
対
策
委
員
会（
令
和
4
年
度
）

・Ｉ
Ｐ
通
信
機
の
導
入

・令
和
５
年
度
事
業
計
画

・道
路
啓
開
ル
ー
ト
の
割
付
の
見
直
し

・大
井
川
広
域
水
道
企
業
団
と
の
災
害
支
援
協
定
の
更
新

・災
害
協
定・家
畜
伝
染
病
協
定
関
係
デ
ー
タ
の
見
直
し

5
／
22（
月
）第
1
回 

環
境・災
害
対
策
委
員
会

・令
和
５
年
度
事
業
計
画

・Ｉ
Ｐ
通
信
機・ア
プ
リ
の
運
用
方
法

・家
畜
伝
染
病
に
係
る
出
役
要
員
体
制
の
見
直
し

・不
適
切
盛
土

5
／
18（
木
）

　
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育

 
 

【
受
講
者
37
名
】

5
／
19（
金
）

　
建
設
業
等
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
指
導
員・管
理
者
研
修
　

　
 

【
受
講
者
21
名
】

5
／
25（
木
）

　
職
長・安
全
衛
生
責
任
者
能
力
向
上
教
育

 
 

【
受
講
者
18
名
】

6
／
6（
火
）・7（
水
）

　
足
場
の
組
立
て
等
の
作
業
主
任
者
技
能
講
習
　
 
  

 

【
受
講
者
13
名
】

6
／
13（
火
）・14（
水
）

 

型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習
　

　
　
 

【
受
講
者
23
名
】

6
／
20（
火
）〜
22（
木
）

 

地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保
工
作
業
主
任
者
技
能

講
習
　
　
　
 

【
受
講
者
25
名
】

6
／
27（
火
）

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ・Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
　
　
　
 【
受
講
者
24
名
】

　「
事
例
か
ら
学
ぶ「
現
場
の
失
敗
」の
し
く
み
P
a
r
t
２
」

6
／
29（
木
）

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ・Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
 

【
受
講
者
17
名
】

　「
土
木
工
事
現
場
の
た
め
の

　
　
　
〜
基
礎
か
ら
学
ぶ
安
全
衛
生
管
理
〜
」

技術者講習会

刈払機

フルハーネス

職長・安全衛生責任者

遠州どぼくらぶ 
～インスタグラムで繋がる・伝える～

建設産業の大きな課題となっている人手不足
を改善するため、産学官一体となって建設産業
のイメージアップに取り組む。
より多くの人に興味を持ってもらうため、SNS
を活用してInstagram“遠州どぼくらぶ”を開設。
建設産業のホットな話題を毎週投稿し、その
魅力を伝えていく。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

７
月
か
ら
、事
務
局
職
員
と
し
て
、鈴
井
希
美
栄

が
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和5年8月1日発行令和5年8月1日発行

ち
ょっ
と
し
た
小
話

ち
ょっ
と
し
た
小
話
by M.S



8

会
報

発
行
●
一
般
社
団
法
人
 袋
井
建
設
業
協
会
〒
4
3
7
-0
0
2
4
 袋
井
市
三
門
町
1
1
-1
2
  TEL0

5
3
8
-4
2
-4
3
3
8

158
第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。
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.fukuroi-kenkyo.or.jp/
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令和5年8月1日発行

【佳　作】　鈴木康之　㈱アキヤマ

【優秀賞】　伊藤丈留　㈱アキヤマ
まぁいいや　甘えた瞬間　大惨事

もの造り　創意工夫で　価値(勝ち)上がる

㈱大浜中村組 / ㈱川島組
㈱堀内土木 / ㈱東榮建設

地山土止講師 14年　塚本建設㈱　西脇克和
地山土止講師 11年　㈱西島土木　西島正浩
足　　場講師 13年　㈱若杉組　　若杉有城

日　時 令和5年6月16日（金）
 13:30～15:00
会　場 袋井建設業会館2階大会議室
演　題 「現場の災害事例研修
 　̶ 再発防止と安全管理 ̶」
講　師 労働安全コンサルタント
 鈴木敬司氏
参加者数 袋井分会安全指導者　13名
　　　　　会員企業安全担当者　22名

優良事業場賞受賞者

永年技能講習講師感謝状

安全標語・けんせつ川柳

令和5年度 各種安全関係の講習会　受講者延べ234名 新講師の紹介

５月中旬に管内で重大災害が発生した
ことを受けて、建災防袋井分会では再発
防止委員会を立上げ、５月２９日に事故現
場での調査を実施し、再発防止の対策を
協議しました。
会員各社に対しては、緊急に「経営トッ

プによる現場巡視」を実施するよう依頼
をしました。

熱中症対策で今注
目されているのが「熱
中対策ウオッチ」です。
時計のように腕には

めて深部体温を計測
し、規定値以上に上が
るとアラームが鳴って知らせる。個々
の深部体温は異なるため、同じ条件下
で作業をしても熱の上昇は違う。ア
ラームが鳴った場合は速やかに身体の
冷却、休憩。深部体温を効率良く下げ
るには「アイススラリー」が効果的です。

今年は、３年ぶりに来賓をお呼びして開催することができました。

令和5年度 工事現場 安全パトロール実施結果
これいいね！ すぐ直そう！

発電機の囲いが第三者が立入でき
ないように設置されていた。

重機停止時にキーを差したままで排土板も浮いていた。
運転席を離れるときはキーを外して排土板を下に下ろすよう
指示した。（安衛則151条の11）

今年度より新たに、2名の地山土止の講師が加わり
ました。よろしくお願いします。

地山土止講師
山田珠一氏　（㈱山田）

地山土止講師
藤原和之氏　（㈱増田組）

第37回 袋井地区建設業安全大会　７月６日（木） 参加者４７名 安全指導者研修会

再発防止委員会

フルハーネス型安全帯使用作業
特別教育（装着・ぶら下がり確認）

型枠支保工の組立て等
作業主任者技能講習

足場の組立て等作業に
係る特別教育（6H）

熱中対策ウオッチ

中村協会長あいさつ 磐田労働基準監督署 佐藤署長
来賓あいさつ

役員・安全委員 集合写真

ありがと
う

ございま
した

W受賞!
!

5/184/25 6/13~14

現場の熱中症対策


